
外部評価報告書 

｢ＩＥＤ対処システムの研究（１）ＩＥＤ対処技術の研究｣ 

１  外部評価委員会の概要 

（１） 日程・場所： 平成２６年９月１０日 

防衛省技術研究本部 陸上装備研究所 会議室 

（２） 評価委員（職名は委員会開催時点。敬称略、五十音順） 

（委員長） 野波 健蔵  （千葉大学 特別教授） 

 小林 弘一  （大阪工業大学 工学部 電子情報通信工学科 教授） 

 中村 順 （公益財団法人 総合安全工学研究所 事業部長） 

 森下 久 （防衛大学校 電気情報学群 電気電子工学科 教授） 

（３） 説明者： 技術研究本部 陸上装備研究所 機動技術研究部  

脅威探知・対処研究室長 國方 貴光  

２  評価対象項目 

ＩＥＤ対処システムの研究(１)ＩＥＤ対処技術の研究  
（所内試験終了時点） 

（計画担当：技術研究本部 陸上装備研究所 機動技術研究部 脅威探知・対処研究室） 

３  評価対象事項 

ＩＥＤ探知識別関連技術 

４  事業の概要 

（１） 研究の目的 

郊外及び都市部に敷設されたＩＥＤ※の脅威から人員及び車両を防護するために、離

隔してＩＥＤの敷設位置を探知し、爆発物の検知・識別ができる器材に関する技術資料

を得る。  

※IED： Improvised Explosive Device（即製爆発装置） 

（２） 研究開発線表 
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（３） 運用構想等 

別紙１参照 

（４） 研究試作の概要 

別紙２及び別紙３参照 

研究試作（その１） 

研究試作（その２） 

所内試験 



（５） 所内試験の概要 

別紙４及び別紙５参照 
 

５ 外部評価委員会の結果 

（１） 議論・質疑が集まったところ 

・ 試験データの再現性に関する妥当性について  

・ 定量的な評価の記載方法について  

・ 探知性能推定に関するパラメータの影響について 

・ 複数の計測データ画像の重畳化の効果について 

・ 爆発物及び模擬化合物の識別について 

・ 本研究の今後の計画について 

（２） 頂いたコメント、提言等 

・ 探知及び爆発物検知識別に関して多くの試験データを取得できたことは評価でき

る。 

・ 探知性能推定に関するパラメータである土壌及び不純物の影響が明らかになった 

ことは評価できる。  

・ 埋設対象物、表層対象物及び爆発物の識別性の向上について評価できる。さらに

信頼性向上の研究が望まれる。 

・ 探知結果の判定を高精度に実施可能な手法を見出すことが必要と思われる。 

・ 装置の小型化及び実用化をめざして今後の研究継続を強く望む。 

（３） まとめ 

本研究で対象とした、埋設対象物、表層対象物の探知及び爆発物、模擬化合物

の検知識別に関し、多くの試験データの取得によりＩＥＤ探知識別技術に関する技術

的課題を解明したことは高く評価できる。 

今後は、装置の小型化及び実用化をめざしてデータ取得手法の最適化等への総

合的な検討を行い、研究開発を継続されたい。  
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運用構想等
別紙１
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研究試作の概要（１／２）
別紙２

ＩＥＤ電波光波離隔探知装置及びＩＥＤ離隔識別装置ＩＥＤ電波光波離隔探知装置及びＩＥＤ離隔識別装置

※LIDAR：Laser Image Detection And Ranging（レーザ画像検出・測距法）
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別紙３
研究試作の概要（２／２）

爆発物検知識別装置爆発物検知識別装置
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別紙４
所内試験の概要（１／２）

赤外線撮像装置の探知結果とミリ波レーダの探知結果を
重畳表示する拡張機能を用いて、複数センサの探知結果を
重畳表示することにより誤警報を低減できることを確認した。

重畳表示従来の表示機能による並列表示

赤外線探知結果 ミリ波探知結果

信号処理・座標変換
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別紙５
所内試験の概要（２／２）

爆発物検知識別装置の屋外環境下における様々な爆発物
及び類似化合物の遠隔での検知特性の検証に必要な発光ス
ペクトルを取得した。

計測室

爆発物検知
識別装置

目標
レーザ
照射部

受光部

高速度
カメラ

ビデオ
カメラ

統制室

発光スペクトルの一例


